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我が国の国民医療費は 42 兆円を超え、その中の 7 割を占める医科診療医療費のうちメタボリッ
クシンドロームに関連した疾患が 37.8％を占めている（平成 28 年度国民医療費の概況）。メタボ
リックシンドロームや肥満は、脳血管疾患、虚血性心疾患等の循環器疾患や 2 型糖尿病と関連する




告されている。曽我らは市の若年期健康診査を受診した 30 歳代 4,912 名において、女性では就寝













2009-10 年（ベースライン時）に岡山にある健診施設での特定健康診断を受診した 40～54 歳の


























ッズ比は、男性で 2.11（95％信頼区間[CI], 1.42-3.15）、女性で 3.02（1.72-5.29）であった。さ
らに両習慣の組み合わせは、女性の肥満発現に対して相加を超える効果をもち、単独習慣よりも
肥満になる傾向がみられた（RERI, 1.67; RERI％, 85.0; p = 0.058）。ただし、この結果は有意で
はなかった。さらに、男女ともに、両習慣をもつことは脂質異常の発現と関連していた（多変量









の低下を生じ、食欲増進および体重増加につながる可能性がある (Gallant AR et al. Obes Rev, 
2012)。夜遅くに食事をするとエネルギー消費は、日中よりも夜間のほうが低くなることが報告
されている (McHill AW et al. Proc Natl Acad Sci USA, 2014) (Bo S et al. Int J Obes, 2015)。
夜間は脂質代謝が低下し、摂取された栄養素は筋肉や肝臓のグリコーゲン合成に使用されず脂肪
蓄積を引き起こすため (Kato H et al. Nihon Yakurigaku Zasshi, 2011)、本研究において夜遅い
食習慣を両方もつ女性では、内臓脂肪が増加しメタボリックシンドローム発現リスクが高まった
と考えられる。また、夜間の食物摂取は概日リズムを狂わせ、時計遺伝子 BMAL1 の過剰発現を










データが得られなかったことが挙げられる。しかしながら、本研究において 40 歳代、50 歳代の
者における大規模データを用いて、夜遅い食事摂取とメタボリックシンドロームやその構成項目
の発現を実態把握したことは、健康増進につながる食事指導の質向上や食環境改善に役立つと考
えられる。 
 
[結論] 
4 年後、「就寝直前の夕食摂取」と「夕食後の間食摂取」の両食習慣をもたない群に比べて、両習
慣をもつ女性では、メタボリックシンドロームの発現と関連があり、両習慣をもつ男女ともに肥満、
脂質異常の発現と関連し、女性では肥満発現に対して相加を超える効果の傾向が認められた。夜遅
い食習慣をもつ個人への介入と指導の必要性が示唆された。 
 
